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研究報告 

【目的】 

神経変性疾患におけるグリア細胞の変化を検討する。 

 

【方法】 

神経変性疾患の一つである筋萎縮性側索硬化症 (ALS) に関連した遺伝子変異を持つ生後早期のマウ

ス脳および野生型のマウス脳からグリア細胞の一つであるアストロサイトの初代培養を作製した。また、

アストロサイトの細胞株に野生型および ALS に関連した変異遺伝子を導入し、形態学的評価、免疫染色

および増殖能の検討を行った。 

 

【結果】 

ALS に関連した変異遺伝子をもつアストロサイトは、増殖能の増加および細胞体の小型化を示した。

また、ALS に関連した変異遺伝子をもつアストロサイトは細胞質内に凝集体を形成した。 

 

【考察】 

ALS 関連変異遺伝子を持つアストロサイトは自律性増殖し、神経炎症に関与する可能性がある。 

 

【結論】 

神経変性疾患での病態促進にはグリア細胞が関与することが示唆された。 

 

     

 

女性医師研究者研究成果報告 ビデオ放映


